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※予定は変更になることがあります。ご了承ください。

5歳児
あお

みどり

③生活や遊びの中で感じたり気づいたりしたことを、自分なりに表現する。

②家族や地域の人々との関りを深め、親しみを持つ。

①友達と一緒に目標を達成する喜びや、力を合わせて取り組む楽しさを味わう。

③季節の移り変わりに気付き、秋の自然物を遊びに取り入れて楽しむ。

①生活のリズムを整え、身の回りのことを自分でしようとする。

②登ったり、跳んだり、走ったり、身体を十分動かし、友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わう。

①全身を使った運動遊びに挑戦し、達成した喜びを感じる。

②友達と力を合わせたり、体を動かしたりする中で、一緒に活動する楽しさを味わう。

③季節の移り変わりを感じながら、秋の自然や光に親しむ。

③自然の変化に気付き、興味や関心を広げる。

今月のめあて

発 行 元

2歳児
すみれ

家庭的２歳

①生活のリズムを知り、身の回りのことを自分でしようとする。

②体を動かすことの心地良さを味わいながら、友達と一緒にやってみようとする。

③保育者を仲立ちとして、生活や遊びの中で友達との言葉のやり取りを楽しむ。

れんげ

家庭的１歳

たんぽぽ

1歳児

0歳児 ②保育者や友達に受け入れてもらえる喜びを感じながら、一緒に遊ぶ楽しさを知る。

①身の回りのことを、意欲的にやってみようとする。

③遊びの中で全身を使ったり、指先で操作したりする楽しさを味わう。

①身の回りのことを、自分なりに気付いてやってみようとする。

②保育者や友達と一緒に、走る・跳ぶ・登る等の全身を使った遊びを十分に楽しむ。

発 行 日

園 長

連 絡 先

クラス

今月の予定

にじ誕生会

1・2歳誕生会

4歳児
ピンク

オレンジ

あか

むらさき

き

3歳児

ほっこりくらぶ訪問（年長）

       撮影日8:30～11:30

運動会（年長・年中）

敬老の日

避難訓練

秋分の日

　　　撮影日8:30～11:30

どろんこひろばに

滝ができました！

川に滝を作り、高い所から水が

流れ出て来るようにしました。さ

らに、これまでの川の縁の劣化し

た杭を取り除き、コンクリートで

作った縁にゴムチップを貼りまし

た。今後、長田さん（保護者）に

いただいたレンガタイルや、年長

児が作る粘土細工で飾りつけをす

る予定です。どんな遊びが展開さ

れるか、とても楽しみです。

神明小学校の先生が保育体験に来園されました
宇治市では、こども園・幼稚園・保育園所での子どもの

育ちが、小学校での学びにスムーズにつながっていくよう

に、連携の取組を進めています。

本園は、神明小学校で1年生と交流活動をしたり、教務

の先生に園に来てもらって、小学校の生活についてお話を

していただいたりして、就学への意欲や安心感を高めてい

ます。保育者も保護者参観日に、卒園児の授業風景を見せていただいています。

今月には、小学校の先生2名が体験研修に来てくださいました。青・緑組の活動

を一緒に楽しんでいただいた後、先生たちから、「自然豊かな環境で、こんなに

も虫がいることが羨ましい。子どもたちの夢中で遊ぶ姿に感動した。小学校でも、

こんなふうに思いっきり活動にのめり込める時間を保障してあげたい。遊び込ん

だ後は、それだけで終わらず、振り返りの会で、自分の楽しかったことを話し、

友達からの質問に対して、動作をつけて説明したり、先生からの『いくつあった

の？』『どんなことが一番楽しかったの？』といった具体的

な質問に対して、しっかりと答えていた。5歳児がこんなふ

うに話せるとは思っていなかった。」という感想をいただき

ました。実際の姿を見ていただけて本当によかったです。

一人一人の子どもたちのよさを、切れ目なく伸ばしていけ

るよう、小学校との連携を今後も深めていきたいと思います。

えんだより

がつ

子どもの安全のために【お願い】

お迎えの後、玄関前で保護者同士が長

時間お話をされる場面がよく見られます。

その間、子どもたちが車に近いところで

遊んでいて、大変危険です。駐車場に入

れなくて困っている方もおられます。お

迎え後は速やかに車の移動をお願いしま

す。さらに、玄関のドアは必ず大人の方

が開閉してください。


